










要約 

切迫早産時における子宮収縮抑制法の機構は,現在,子宮収縮発来機転が不明であるために

その根本的治療法はいまだない。 

子宮収縮抑制の機構は,したがって対症療法的にならざるをえないが,現時点で多くの抑制

物質が子宮筋の細胞内外レベルで検討されてはいるが,臨床的に side-effects も軽くその

効果を期待できるのは新しいβ2 一 stimulant といえよう。動物子宮収縮および臨床的に

もβ2-stimu-1ant の抑制効果はすぐれ,切迫早産時の子宮収縮抑制剤,とくに activephase

の適応効果は高いといえよう｡ 


